
６章．災害リスク情報の活用と連携によるまちづくりの推進に係る事例集 

 

 

６章では、災害リスク情報の公表、防災都市づくりの施策検討に係る重ね合わせ図の作成、

地域や他部局との連携に係る各章に関連する取り組み事例を整理している。 

また、災害種別からも逆引きができるよう、巻末に災害種別の事例タイトルを再掲した。 

 

 

（１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例 

⇒指針２章関連 

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する（表現を工夫した災害リスク

情報の公開） 

（１－１）市民が閲覧・活用しやすいよう表現を工夫して地域危険度情報を提供した事例【東京都】 

（１－２）市民が被災状況をイメージしやすいよう浸水シミュレーション、CG アニメーションを活用して浸水リ

スク情報を提供した事例【大阪府豊中市】 

（１－３）津波による危険個所を写真等で具体的に示した事例【神奈川県茅ヶ崎市】 

（１－４）災害危険度判定調査結果公表における要因別の危険度分類を提示した事例【長野県松本市】 

（１－５）複数の災害リスク（地震、土砂災害、津波）を重ね合わせて表現した事例【兵庫県高砂市】 

（１－６）土砂災害危険区域と近傍の要援護者施設等の位置を航空写真上に表現し、位置関係をわかりやすく示

した事例【青森県平田町】 

（１－７）建築年次・構造と想定震度階により、個人住宅の全壊率を算定する方法を紹介した事例 

【長崎県長崎市】 

（１－８）行政で用いる評価指標（不燃領域率）の解説をわかりやすく示した事例【大阪府】 

 

②災害リスク情報の説明を付記する 

（１－９）「地震防災マップ Q&A」を併記して災害リスク情報を解説した事例【愛知県一宮市】 

（１－１０）火山活動による具体的な被害様相や影響の度合いを解説した事例【静岡県富士宮市】 

（１－１１）内水による浸水実績として道路の冠水箇所と地下道位置を具体的に示した事例【埼玉県戸田市】 

（１－１２）ハザードマップの読み方をわかりやすく示した事例【日本損害保険協会】 

 

③災害リスク情報に対応した対策を付記する 

（１－１３）災害リスク情報（洪水）とあわせて身近な浸水対策（我が家の風水害対策等）を紹介した事例 

【千葉県芝山市】 

（１－１４）災害リスク情報（地震）とあわせて身近な地震対策（住まいの診断方法等）を紹介した事例 

【千葉県芝山市】 

 

④ＧＩＳを活用し災害リスク情報の閲覧環境を整備する 

（１－１５）都市に関する情報を検索する際に、災害リスク情報を重ねあわせて閲覧できるＷｅｂ環境を整備し

た事例【岩手県】 

（１－１６）都市に関する情報を検索する際に、災害リスク情報を選択して閲覧できるＷｅｂ環境を整備した事

例【北海道札幌市】 
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災害種別 地震 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 地域危険度

（１－１）市民が閲覧・活用しやすいよう表現を工夫して地域危険度情報を提供した事例

避難訓練などによる市民の閲覧・活用を想定し、地域危険度判
定（５段階評価）から危険度の高い地域に限定し、地形図上に着
色表示

【概要】

東京都では、これまで、町丁目単位の地域危険度測定結果（マップ）をホームページやリーフレット等

で公開してきた。
この「あなたのまちの東京危険度マップ」では、危険度の高い地域に限定し、避難拠点や避難路とと

もに地形図上に着色表示し、市民の避難行動シミュレーションを促している。
このマップは、地域向けの防災まちづくりの説明会やセミナー開催等において、それぞれの地域の地

域危険度と避難先・避難路を伝えるツールとしても活用されている。

■これまでの表現方法
■説明会・セミナーの説明用に

見直した表現方法

作成主体

事例内容

東京都（編集・発行）

■説明会・セミナーの説明用冊子として編集発行

・ベースマップに地形図を使用
・「建物倒壊」「火災の危険」が高い

地域のみを抽出してハッチがけ・着色

・マップの見方、
使い方を解説

・避難拠点・避難
路の情報を付記

市民の閲覧・活用を想定した効果的な情報提供

出典・参考 あなたのまちの大震災に備える東京危険度マップ（東京２３区＋多摩地域）

１－１
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災害種別 水害 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 洪水ハザードマップ

（１－２）市民が被災状況をイメージしやすいよう浸水シミュレーション、CGアニメーションを活用して浸水
リスク情報を提供した事例

洪水ハザードマップを公開するホームページ上に、浸水シミュ
レーション（時系列による浸水）、参考地点CGアニメーションを作
成・紹介

【概要】

豊中市では、ホームページ上に洪水ハザードマップを公開するにあたり、同サイトにて「浸水シミュ

レーション（時系列による浸水）」「参考地点CGアニメーション」を作成・公表している。
時間の経過による浸水区域の広がりや、参考地点での浸水深の変化を視覚的に伝え、意識の啓発

を行っている。

■時系列による
浸水シュミレーション

■「洪水ハザードマップ」のWebサイト トップページ

・時間経過に
より浸水範
囲が拡大す

作成主体

事例内容

大阪府豊中市（総務部危機管理室）

■参考地区での
ＣＧアニメーション

シミュレーション・アニメーションを用い、効果的に浸水リスクを提示

■基本となる洪水ハザードマップ

囲が拡大す
る様子を、
地図で表記

・特定地点において、浸水が
進んでいく状況を動画で提示

出典・参考 豊中市ホームページ（豊中市洪水ハザードマップ）

１－２
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災害種別 津波 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 津波ハザードマップ

（１－３）津波による危険箇所を写真等で具体的に示した事例

津波ハザードマップにおいて、被災時の危険箇所や被害・避難
のイメージを写真やイラストで解説

【概要】

茅ヶ崎市では、津波ハザードマップにおいて、その地形的特性を踏まえて、海岸線沿いの特に注意

が必要な箇所（危険箇所）の写真や、国道への避難経路をきめ細かく提示している。
さらに、被災時における被害・避難のイメージを伝えるため、「浸水深と危険度のイメージ」「５分間で

避難可能な距離」をイラストで解説し、注意喚起を図っている。

・来街者も多く、特に注意が必要な
海岸線沿いでは、「危険箇所」
「避難経路」を具体的に表記

■津波ハザードマップ

作成主体

事例内容

神奈川県茅ヶ崎市（防災安全部　防災対策課）

・危険箇所では、写真による

危険情報を具体的に解説

地図と写真を組み合わせ、津波による危険箇所とリスク情報を強調して提示

出典・参考 茅ヶ崎市ホームページ（茅ヶ崎市津波ハザードマップ）

１－３
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災害種別 地震 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 地域危険度評価

（１－４）災害危険度判定調査結果公表における要因別の危険度分類を提示した事例

地域危険度測定調査結果（避難危険度）について、一次避難地
等までの避難が困難となる要因別（対応課題別）にカテゴリー分
類して公表

【概要】
松本市では、災害危険度判定調査の結果を、ホームページ及びパンフレットで周知している。

調査結果は町丁目別に集計され、建築物倒壊危険度、延焼危険度、道路閉塞危険度、避難危険度、
総合危険度を地図で表示されている。特に「避難危険度」については、一次避難地等までの避難が
困難となる要因別に凡例を作成しており、市民への配慮を行った情報提供を行っている。

■松本市 災害危険度判定調査の評価項目

作成主体

事例内容

長野県松本市（建設部　都市計画課）

災害危険度を、要因別（対応課題別）に分類して表示

・「建物倒壊」「出火」
から避難危険度を抽出

・「避難路不足」「避難
地不足」の要因別に、
危険度を色分け

出典・参考 松本市ホームページ（災害危険度判定調査の結果について）

１－４
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災害種別 地震 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 地域危険度

（１－５）複数の災害リスク（地震、土砂災害、津波）を重ね合わせて表現した事例

地域の危険度マップにおいて、地域危険度、土砂災害、津波の
３種類の災害リスク情報をあわせて表記

【概要】

高砂市では、地震による建物全壊率を示す地域危険度マップにおいて、土砂災害、津波の危険箇

所についてもあわせて表示し、注意喚起を行っている。

■高砂市 地域の危険度マップ

作成主体

事例内容

兵庫県高砂市（企画総務部　危機管理室）

地震（建物倒壊）、土砂災害、津波の危険度を重ね合わせて表記

・「揺れやすさマップ」に

基づく地域の危険度

・「土砂災害」「津波」の
危険箇所

出典・参考 高砂市ホームページ（高砂市地域の危険度マップ）

１－５
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災害種別 土砂災害 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 土砂災害警戒区域

（１－６）土砂災害危険区域と近傍の要援護者施設等の位置を航空写真上に表現し、位置関係をわかり
やすく示した事例

土砂災害リスク情報や避難箇所情報を、航空写真上に掲載

【概要】
青森県平内町では、土砂災害警戒範囲等のリスク情報を航空写真上に整理している。

航空写真上には、避難場所や災害時要援護者関連施設、主な避難経路をあわせて表記し、安全な
避難に係る啓発を実施している。

■平内町土砂災害ハザードマップ

・避難場所、避難経路

などの位置情報

作成主体

事例内容

青森県平内町（総務課）

ベースマップに航空写真を用い、位置関係を分かりやすく表現

・航空写真を活用したベースマップ

出典・参考 平内町ホームページ（土砂災害ハザードマップ）

１－６
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災害種別 地震 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報
想定震度階
建築年次・構造別の全倒
率

（１－７）建築年次・構造と想定震度階により、個人住宅の全壊率を算定する方法を紹介した事例

想定震度階のわかる「地震防災マップ」と、建築年次・構造から
全倒率を算定できるグラフを掲載し、個人での全倒率算定、耐
震診断等の対策を促進

【概要】

長崎市では、市民に地震発生時のゆれやすさなどに関する情報を提供し、事前の備えに役立てる

よう「地震防災マップ」を作成し、ホームページ上で公開している。
ここでは、「震度と建物全壊率との関係」のグラフをあわせて掲載し、市民が「地震防災マップ」から居

住地の想定震度を確認し、グラフをもとに、それぞれの家の建築年次・構造による全壊率を算定できる
方法を紹介。家の安全性の確認や耐震診断等の対策の促進を進めている。

■Ｗｅｂ上に示された、自宅の安全度の確認ステップ

作成主体

事例内容

長崎県長崎市（建築指導課）

×

■揺れやすさマップ

・建築年次、構造別に全壊率を確認

「マップ」と「グラフ」による自宅の安全度のセルフチェック

・自宅位置の想定震度を確認

■震度と建物全壊率との関係グラフ

出典・参考 長崎市ホームページ（「地震防災マップ（揺れやすさマップ、地域危険度マップ）」について）

１－７
-52-



災害種別 地震 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

①市民にとってわかりやすい災害リスク情報となるよう表現を工夫する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 不燃領域率

（１－８）行政で用いる評価指標（不燃領域率）の解説をわかりやすく示した事例

耐震改修促進計画において、市街地の評価指標の一つである
不燃領域率について、その解説と不燃領域率の状況を提示

【概要】

高槻市耐震化アクションプランでは、耐震化の促進のための施策の推進にあたり、重点的な取り組

みが必要な区域を抽出するため、「旧耐震の木造戸建住宅の評価」を基本に、「想定地震の震度によ

る倒壊危険性」「不燃領域率による地区の延焼危険性」を加え、区域の特定作業を行っている。
市街地大火等の災害リスク情報である「不燃領域率」については、災害時の安全度にを目安とした

分類を行い、「昭和３５～５６年の木造戸建住宅地」の分布範囲とともに、地図上に表記している。

■高槻市の不燃領域率

●「旧耐震の木造戸建住宅

の評価」

●「想定地震の震度による

倒壊危険性」

作成主体

事例内容

大阪府高槻市（都市創造部　審査指導課）

・「昭和３５～５６年の木造
戸建住宅地」の分布範囲
とともに、地図上に表記

・「不燃領域率」に関する災害時
の安全度に応じた分類
－40％以上：災害時の基礎的

安全性が確保された水準
－70％以上：ほとんど延焼し

ない水準

倒壊危険性」

●「不燃領域率による地区

の延焼危険性」

から、重点的に耐震化を促進す

る区域を抽出

出典・参考 高槻市耐震化アクションプラン（平成20年6月）

１－８
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災害種別 地震 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

②災害リスク情報の説明を付記する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 地震防災マップ

（１－９）「地震防災マップQ&A」を併記して災害リスク情報を解説した事例

地震防災マップの公開にあたり、「一宮市地震防災マップQ&A」
をあわせて掲載し、マップ情報の誤解を防ぐ工夫を実施

【概要】

一宮市では、ゆれやすさマップ、液状化危険度マップ、地域危険度マップで構成される「地震防災

マップ」を作成し、ホームページ上でも公開を行っている。
地震防災マップとあわせ、「一宮市地震防災マップQ&A」を作成・公表。マップ作成の目的、大地震

の発生確率、危険度と地価評価の関係、注意喚起としての断層線の表記などを行い、マップ情報の誤
解を防ぐよう留意している。

■一宮市「地震防災マップ」を紹介するホームページ

作成主体

事例内容

愛知県一宮市（建設部　建設指導課、総務部　行政課、危機管理室）

■地震防災マップＱ＆Ａ

Ｑ＆Ａの作成により、「地震防災マップ」に係るより正確な情報提供を目指す

「地震防災マップＱ＆Ａ」の一例

出典・参考 一宮市ホームページ（地震防災マップ）

１－９
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災害種別 火山 （１）行政が保有する災害リスク情報の公開にあたり、表現・周知方法を工夫した事例

②災害リスク情報の説明を付記する

タイトル

公開上の
特徴

リスク情報 富士山ハザードマップ

（１－１０）火山活動による具体的な被害様相や影響の度合いを解説した事例

富士山ハザードマップの紙面において、多様な噴火現象の解説
とその対応策を含めた凡例を作成

【概要】

富士宮市では、平成13年7月に設置された国や関係する県、市町村などによる「富士山ハザードマッ

プ作成協議会（平成14年6月に富士山火山防災協議会に改称）」での検討・報告内容をもとに、富士宮

市版のハザードマップを作成した。
マップには、「現時点（平成１６年３月）においては富士山が噴火する兆候はありません。」と標記した上
で、万が一に備え、火山活動の影響範囲を表示し、多様な噴火現象と市民の安全確保のための対処
方法について解説している。

■富士山ハザードマップ

作成主体

事例内容

静岡県富士宮市（防災生活課）

・ハザードマップ上で噴火現象に
よる被害の解説と対応策を記載
－洪水氾濫
－水蒸気爆発
－土石流
－岩屑なだれ
－火山ガス など

噴火現象による災害リスクを、対応策とあわせ具体的に提示

出典・参考 富士宮市ホームページ（富士山ハザードマップ）

１－１０
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